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【1】研究の概要 

[1-1]本研究の目的・概要 

本研究提案では、骨軟部腫瘍検体および腫瘍由

来 PDx,PDc を用いて薬剤パネルによるスクリ

ーニングと Multiomics 解析、探索的ゲノム研

究を実施する。全体計画の中で、徳島大学にお

いては,proteome 解析を担当頂いた。 

 

 

[1-2]研究の方法・経過 

これまで国立がん研究センター、がん研究会、

大阪国際がんセンターとの連携で、約 50 の骨

軟部腫瘍由来 PDx,PDc を用いて WGS,Proteome 

解析、薬剤パネル解析を実施した。徳島大学で

は、PDC/PDX由来サンプルを用いた proteome解

析担当頂いた。 

 

【2】研究成果 

[2-1]本共同研究で明らかになった研究成果 

本研究の結果、これまでに Myxoid liposarcoma

に対する有力な予後マーカーが同定された。ま

た現在約 50 の multiomics解析によって、腫瘍

特異的融合遺伝子などの探索を進めている。 

 

 

 

[2-2]本共同研究による波及効果及び今後の発

展性 

肉腫特異的なマーカーが同定されれば、診断や

予後予測としての利用、治療標的としての検証、

ネオアンチゲンを対象とした治療法開発など

に有用となると期待される。 
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【4】今後の課題等 

今後の課題、その他等 

本研究課題は、R3年度も次世代がん事業にて継

続予定である。 

 

 

 


